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開会の挨拶 

 

真野クリーンパーク第 2 期最終覆土工事の延期について説明 

・真野クリーンパークは公害防止協定によりごみの埋立期間が供用

開始の平成 15 年 4 月から 15 年間となっており、平成 29 年度末で埋

立期間が満了となる。 

・平成 28 年度に豪雨等から埋立地を守るため全体の 7 割について第

1 期最終覆土工事を実施し埋立地の安全を図った。 

・今年度 11 月 22 日に開催した第 1 回公害防止協議会では、「平成

30 年度に残りの 3 割について第 2 期最終覆土工事を実施予定。」と

報告したが、佐渡市の財政事情が非常に厳しく、予算要求はしたも

のの当初予算への反映は見送ることとなった。 
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鍵谷課長 

 

参加者 C 

 

伊藤補佐 

 

参加者 A 

 

 

伊藤補佐 

 

 

 

事務局 伊藤補佐 

・そこで、平成 31 年度の予算編成時期に引き続き本施設の早期廃止

に向け第 2 期最終覆土工事の予算要求をしていくと共に、浸出水処

理施設による浸出水の適正処理を行っていく所存ですのでご理解・

ご協力お願いしたい。 

 

・質疑応答無しのため、市の報告は承認されたものとする。 

 

・平成 28 年度に埋立地全体の 7 割について最終覆土工事を行い安全

確保を図ったとのことだが、安全になった理由を教えてもらいたい。 

 

・最終覆土は、透水性の悪い粘性土系の土を使用、また外側に向け

約 1％の勾配を取っているため、最終覆土部分に降った雨のほとん

どは埋立地に溜ることなく場外に流出する。 

 このことは本年度の８月に発生した豪雨災害の影響をほとんど受

けなかったことからも明らか。 

 

・先ほどの課長の話の中で清掃費が年間 20 億円程度必要とのことで

あったが大きな所で内訳を教えてもらいたい。 

 

・塵芥処理費で 9 億 2 千 800 万円である。 

 

・第 2 期最終覆土工事の工事費は。 

 

・約 3,000 万円である。 

 

・真野クリーンパークは過去に浸出水の漏えい事故を起こしている

が、下流域への影響はどうだったのか。 

 

・漏えい事故発生後ただちに水質調査を行い、結果全て水質基準値

未満の値であった。また、公害防止協議会でこのことは公表済と聞

いている。 

 

・閉会の挨拶 

 


